
イベント 7月 8月 9月

安全衛生委員会開催 7月25日 8月29日 9月26日

安全衛生教育 随時開催

全国安全週間 （厚生労働省主唱） 7月1日～7日

東西合同施工パートナー安全衛生協議会 7月16日

安全パトロール 随時開催

VOL.32 Summer 2024 NSK安全の取り組み

一、私たちは危険予知活動と指差し呼称を徹底します。

一、私たちは指示・作業手順を厳守します。

一、私たちは報告・連絡・相談を徹底します。

NSK安全宣言

危険予知に上下無し
みんなで出し合う危険の芽

環境作りで無災害 現場パトロールの励行
１. 作業内容に合わせて重点的に実施
２. パトロール実施記録の保管
３. 熱中症の対策、工事環境への配慮

2024年度安全標語第1位

7月度安全衛生月間目標



NSK安全のための３つの取り組み
01 イベント -安全大会-

02 活動 -安全協議会- 静岡営業所

03 衛生 -プラス・クリーンフェス-

ＮＳＫ株式会社
〒102-0074
東京都千代田区九段南2-3-1 青葉第一ビル
https://www.nsk-net.co.jp/
安全の取り組みバックナンバーはこちら
https://www.nsk-net.co.jp/safety/

ホームページ

安全の取り組み

『さつき･ラン＆ウォーク２０２４企業対抗戦』に参加！
弊社では、心と身体の健康推進の取り組みの一環として様々なイベントを企画・

実施しております。例年同様に今年も、本社、各営業所の社員とご家族、ご友人
が気軽に一緒に参加できる「さつき･ラン＆ウォーク２０２４企業対抗戦」に参加
いたしました。専用アプリをダウンロードしたスマホを携行して、１ヶ月間に歩い
た歩数や走行距離をアプリで計測して競う企業対抗型オンラインイベントで、今年
は、ウォーキングの部は855団体、ランニングの部は857団体が参加しております。
期間は、５月1日（水）から6月2日（日）で、ウォーキングの部とランニングの部
それぞれにエントリーいたしました。結果は下記の通りでした。
【ウォーキングの部】参加人数：67名 平均歩数／人日：7,538歩 順位：420位
【ランニングの部】参加人数：9名 平均距離／人：49.99㎞ 順位：312位
今後もより一層社員の心と身体の健康維持・増進に取り組み、健康経営を推進して
まいります。

弊社の毎年の恒例行事として、6月18日に「2024年度NSK安全大会」をZoomウェビナー
を利用しオンラインにて開催いたしました。
本年度は社員、施工パートナー様合計で約 350名の方にご参加頂きましたが、当日業務都合
等による欠席者に対しては安全大会翌日から7月7日の「全国安全週間」終了日迄の期間限定
で録画データを公開し、より多くの方々に視聴をして頂きたいと考えております。
冒頭、安全衛生委員会委員長から健康経営の取り組みとして、「安全衛生優良企業」、「健
康経営優良法人２０２４ブライト５００」、「スポーツエールカンパニー」にそれぞれ認定
された旨、説明がありました。
安全管理者による「事故事例」の報告、保健師の先生による「肩こり・腰痛対策」の講和を
行いました。更に本年度は新たな試みとして、現業社員および施工パートナー様の代表によ
るパネルディスカッションを実施いたしました。ディスカッションの題材は「脚立の跨ぎ作
業」と「熱中症」で、15分間という短い時間ではありましたが、“現場の生の声”を聴くこと
ができました。
今後もお客様にご満足を頂けるよう無災害・高品質での施工を行ってまいります。

静岡営業所の活動・取り組みについてご紹介いたします。
静岡営業所では四半期に一度、名古屋営業所・北陸営業所と合同で安全協議会を開催し、事
故・障害・クレームゼロを目指して活動しております。
過去に起こった事故事例について、事故内容を解説し、原因や対策をメンバーと協議した上
で具体的な再発防止対策を検討しております。
また協議した再発防止策の有用性を安全パトロールを通じて検証しております。
施工パートナー様にも事故・障害・クレーム事例の展開をしており、同様の事故や障害が起
きないように原因を周知し、対策を今後の安全活動に取り入れるようにしております。
社員のみならず施工パートナー様へ展開することで、事故や障害を共有し、再発防止の意識
づけをし、みんなで事故を無くすことを目指しております。

プラスグループでは、「社会・環境への貢献」「周辺地域の美化」「社員のCSRへの参加
意識向上」を目的に、2015年から毎年、オフィス周辺の清掃活動を行っております。弊社も
2017年から活動に参加し、多くの社員が参加する社会貢献活動として定着しております。
（今年は過去最多の参加者となりました！！）
コロナ明けに行った清掃活動ではごみの中にマスクが多数入っていたことが思い出されま

したが、今年の清掃活動ではマスクが少なくなっていたことから、ここからもコロナ禍の終
息を実感いたしました。
様々な意味で「ごみから社会が見えてくる」と言われることがありますが、その一端を感

じる活動となりました。

中部地区安全協議会

活動の様子（広島）

活動の様子（本社）

パネルディスカッション

安全衛生委員会委員長挨拶
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